
ビジュアルコミュニケーションシステム LiveOn 導入事例

LiveOn Wearable���ライセンス、現場
支援用カメラ���台導入。
現場支援用途のみならず、災害時の連
絡手段としても活用
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導入前の課題

LiveOnで解決！

現場監督者の若年化をフォロー
するための現場支援の拡充

埋め戻しなどの現地工事にお
ける手戻り工数

安全管理・品質管理の厳格化と
現場管理業務効率化の両立

（�日�現場の巡回が限界）

●

●

●

現場監督者から遠隔地にいる
エリア管理者への映像共有や
双方向通話により安心・確実
な現場支援が可能に

現場判断が難しい状況でも、
管理者が現場映像を見ながら
的確な指示を出すことで問題
解決、手戻り工数も大幅削減

現場支援のシステム導入と専
門部署立ち上げにより、「安
全・品質管理の厳格化」と「現
場管理業務効率化」の両方を
同時に実現（�日で最大���現
場のリモート巡回が可能に）

地中の状況に応じた臨機応変な判断が必要
当社の主な事業は、都市ガス配管の新設やメンテナンスです。地中の状況に応じて、どのような処置が
適切なのかを瞬時に判断しなければなりませんが、判断が難しい場合もしばしば発生します。

現場の状況判断支援のため遠隔作業支援ツールの導入を検討
当社では、積極的に若手社員を現場監督に採用。しかし、現場ではさまざまな状況に遭遇するため判断
に迷う場合もあります。このような課題を解決する手段として、映像を介して問題点や疑問点を遠隔地の
先輩や管理者と共有し、いつでも指示を仰ぐことができる遠隔作業支援ツールの導入を検討しました。

マルチデバイスと高画質対応でさまざまな現場に対応
今回「LiveOn Wearable」を選定した理由は、撮影するカメラに制限がないことと高画質に対応している
こと。一般的な監視カメラを使ったサービスでは使用できる端末に縛りがあるため、一定の条件下でし
か使用できず、また、解像度が低く当社の要求にはマッチしません。「LiveOn Wearable」なら、さまざまな
端末にも対応しており、状況に応じて選択が可能で、解像度もフルHDまで対応しています。

レスポンスが良く現場の状況をタイムリーに把握できる
今回は現場の「監視」ではなく「支援」が主な目的。映像を見るだけではなく、通話できる点も必須条件
でした。加えて、レスポンスが非常に良いことも選定理由となりました。

導入前の課題

LiveOn選定の決め手
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だれでも簡単に、安心して使える
スマートフォンの電源を入れるだけで映像配信ができ、使用できるアプリを「LiveOn Wearable」だけに
制限できるため、だれでも・簡単に・迷うことなく操作できる点も選定理由となりました。また、今映し
ているものをディスプレイ上で確認できるため、現場監督者や近隣住民の方にとっても安心感があり
ます。
また、好きな時に自分のIDでログインし、見たい映像を見ることができるという利点もあります。個人
別の閲覧履歴も残るのでセキュリティ面でも安心です。

災害時にも安定利用、通信技術に優れたLiveOn Wearable
「LiveOn Wearable」は災害などでネットワーク環境が悪化しても、安定したアクセスを維持。昨年発生
した地震の際には、「LiveOn Wearable」の会議室内に「緊急対策室」を設置して現場状況や安否確認
などを行うことができ、あらためて通信技術の優位性を感じています。

現場の使い勝手を追求し、スムーズに導入が進む
作業現場は風雨にさらされ、土埃も多い場所なので、タフネススマートフォンを選定。また、端末電源
ONのみの操作で使用可能なため、簡易マニュアルを作成しただけで説明会は行いませんでしたが、ス
ムーズに導入が進みました。

映像を介していつでも現場の問題を解決
具体的には、三脚に専用スマホを設置し現場状況の確認や対処方法の相談を映像と音声を通じてお
こなっています。当初、カメラ設置に抵抗がある現場もありましたが、「LiveOn Wearable」を通じて問
題解決できた事例が増えるにつれて、今では現場でのカメラ設置が当たり前になっています。エリア管
理者は、現場の状況をPCやタブレットからいつでも確認でき、現場監督者は判断に迷うことなどがあ
ればいつでも管理者などの指示を仰ぐことができる状態です。

＜現場側の安心感・効率の向上＞と＜管理者側の現場支援の効率化＞双方に効果
現場の映像確認と相互通話が常時可能になったことで、現場側とエリア管理者側の双方に大きなメ
リットが生まれています。
現場側で判断が難しい状況でも�人で悩まず相談できるので、スムーズな問題解決が可能となり、一方
で、相談を受ける管理者側も「何にどのように悩んでいるのか？」を映像で確認でき、より的確にアドバ
イスできるようになりました。手戻り作業も大幅に削減し、生産性向上にも大きく貢献しています。
さらに今年の�月からは現場の品質と安全性向上を目的とした専門部署「安全品質サポートセン
ター」を開設し、「LiveOn Wearable」専用の大型モニタも設置しました。
従来は�日�現場の現場巡回が限界でしたが、オフィスに常駐する専門スタッフが���か所の現場映像
を大型モニタ上で確認し、現場管理や技術指導などを行える体制になったことで、管理業務の効率化
にもつながり大きなメリットが生まれています。
また、災害発生時の対応マニュアル中に「LiveOn Wearable」での現場状況・安否確認といったルール
を盛り込みました。地震などの災害があった際にもスムーズに現場支援ができるようにしていきたい
と思っています。

多くの現場を抱える事業者の現場支援に最適のツール
「LiveOn Wearable」は、フル HD 画質の鮮明な映像で現地の状況を捉えることができ、当社のよう

な多数の現場を抱える企業の現場支援に非常に有効なツールだと考えます。また、音声と映像にズ
レがなくクリアに聞き取りできるので、現地とのコミュニケーションもスムーズに進みます。さらに、
現場支援以外にも、災害時の緊急対策室のようにさまざまな利活用ができるところも魅力です。

情報共有のスピードアップや部署間の連携強化が課題
全国��の信用保証協会を会員とし、日本で唯一の保証業務支援機関である一般社団法人全国信用
保証協会連合会では、オンプレミス版のLiveOnを各協会との各種会議に活用している。
新制度などへのスピード感ある対応が求められる中、連合会では情報共有のスピードアップや関係機
関との連携強化に取り組んでいる。しかし、出張ベースの会議では参加できる人数が限られるうえ、持
ち帰ってのフィードバックでは情報共有に時間が掛かる、内容が均一に伝わらない、といった課題が
あった。

Web会議の活用推進に取り組む中、既存製品がサービス終了に
そこでWeb会議の積極的な活用を推進しようとしていたところ、導入していた会議システムがサービ
ス終了となってしまったという。それを機に、連合会ならびに��の会員協会で利用するWeb会議システ
ムのリプレイス検討をスタートした。

オンプレミスで導入が可能で、かつ国産・自社開発製品であること
既存製品もオンプレミスで導入しており、クラウドに対して抵抗感を持つ協会もあることから、次の製品
もオンプレミスでの導入を前提としていた。また、安定的なサービス提供やサポート対応という観点から
も、国産もしくは自社開発にてサービス提供をしているメーカーであることも選定条件のひとつであった
という。

多様な利用環境に対応できる柔軟性の高さ
��の独立した組織と連合会で使用するという特殊な使用環境であるため、そういった環境でも問題な
く管理・運用できる仕組みがあるかどうかも重要視していた。LiveOnはライセンス体系やアカウント設
定などの機能面を含め、連合会で希望する運用と親和性が高いこともポイントとなった。

�製品を比較検討、選定の決め手は「総合力の高さ」
リプレイスにあたっては�社の製品で比較検討し、その結果LiveOnを選定した。決め手はLiveOnの「総
合力の高さ」であったという。前述のオンプレミス導入などの必須要件はもちろんのこと、LiveOnは品
質や機能、サポート面など各項目において連合会で想定していた要件を十分に満たしていた。加えて、
必須ではないが希望要件として挙げていた全参加者の映像表示ができるなど、他製品にはない付加
価値もあり、総合的な評価が非常に高かったという。

 

導入後の効果・感想

ご活用用途

本社所在地 ： 東京都品川区大崎�-�-�大崎セ
ンタービル

資    本    金 ： ��億円

従  業  員  数 ： ���人（����年�月�日現在）

企  業  概  要： 実績ある技術とグループ力で、エ
ネルギーパイプライン事業、水道
パイプライン事業、およびプラン
ト事業を展開する日鉄パイプライ
ン&エンジニアリング様。「資源と
人をつなぐ。」を企業理念に、大切
な資源を企業や家庭に届けるた
めの"道"をつなぎ、それを維持し
ています。
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